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【主な特長】

上記高校に加え、体育系及び健康系学科・コースを設置する全国の高校約３００校の進路指導御担当者に配布！

2018年7月発行【関東版】

配布をご希望される個人の方や部活顧問の先生や図書館等に全国発送！

約15誌の当社発行メディア ＆ オフィシャルサイト＋携帯サイトsupoiki.jpで告知&貴校情報を掲載＆アップ！

約2000の学校に
各校10冊を
ベースボール・

マガジン社から発送！

スポーツ＆健康を学びたい！ 仕事をしたい！
高校生のための進学ガイド

高校生や保護者からの貴校への資料請求をベースボール・マガジン社で受け付けます！

東日本１都１4県(東京・茨城・栃木・群馬・埼玉・千葉・神奈川・山梨・山形・福島・宮城・長野・新潟・秋田・北海道)

をはじめ東日本の約２０００校以上の高校の進路指導御担当者に配布！（2018年実施）
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【企画趣旨】

謹啓

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素より弊社発行媒体に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

現在、運動部に所属して真摯に各競技に取り組み、その楽しさを肌で感じて日々トレーニングを重ねる多くの

高校生がいます。また、部活動に所属していなくても、スポーツ観戦や毎日のスポーツニュースに関心をもつ

高校生も数多く、その延長線上で、スポーツ＆健康を学びたい、将来仕事に就きたい、という夢を持つ生徒も少なく

ありません。2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催決定で、スポーツに対する期待はさらに膨らみます。

2007年7月、そのような希望をもつ高校生に向けて、スポーツ専門誌を発行して70年の歴史を持つベースボール・

マガジン社が既存の受験情報誌では伝えきれない、スポーツ分野の大学や専門学校の情報や、スポーツの仕事情報

を満載した『スポーツで生きていこう 関西版』を発行いたしました。

直後から予想以上の反響をいただき、2008年からは関東版、2011年からは中部版も発行。3地区版に拡大しながら、

当初からの意図でもある、より多くの高校生に手にとってもらえるようにという願いから、無料配布誌という形態を

続けております。

つきましては、「スポーツや健康に関わることを学びたい、将来、仕事に就きたい」という夢と希望を持った

高校生に対して貴校の大きな特色を『スポーツで生きていこう』の誌面を通じてＰＲしていただくことで、高校生

ならびに保護者の方々、進路指導や部活顧問の先生方にとって、進路選考、決定の選択肢の一助となるものと確信

しております。

以上、企画趣旨にご賛同いただき、小誌ご利用のご検討のほど、よろしくお願い申し上げます。

謹白
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■媒体名 スポーツ＆健康を学ぶ、将来仕事を目指す高校生に贈る進学ガイド フリーマガジン（無料配布誌）

『スポーツで生きていこう２０20』関東＆東日本版

■体裁 Ａ４ カラー３２ページ（予定） ※ページ数が変更になる場合があります。

■発行日と部数 ２０19年６月～７月 3万部～5万部（予定）

■内容 スポーツや健康に関わることを学びたい・将来スポーツ＆健康に関わる仕事をしたいという夢を持つ東日本

１都１道１２県(東京・茨城・栃木・群馬・埼玉・千葉・神奈川・山梨・山形・福島・宮城・長野・新潟・秋田・

北海道)の高校生に向けて進路選択の参考になる情報を掲載

①アスリートからのメッセージ

②『スポーツ＆健康関連学部＆学科」「お仕事』の紹介

④『ＯＢ＆ＯＧのいま」「現役学生の声』など

⑤学校紹介

■配布対象 高校生、保護者、進路指導担当教諭、体育教諭、部活顧問、ベースボール・マガジン社発行雑誌購読者など。

■配布方法 ①東日本（東京・茨城・栃木・群馬・埼玉・千葉・神奈川・山梨・山形・福島・長野・新潟・秋田・北海道）の
国立・公立・私立高校約２０００校の進路指導担当者に弊社より直接配布。

②全国の体育系学科・コースを設置する高校約３００校の進路指導担当者に配布。
③ベースボール・マガジン社発行の雑誌（インターハイ特集号など）で編集内容や掲載学校を紹介し、
個人の送付希望者には送料負担の配布、また体育教諭や各部活動顧問の方々の送付希望者に対しては、
無料にて配布希望人数分を学校宛に配布。

■ＷＥＢおよび携帯 オフィシャルサイトおよび携帯サイト

≪supoiki.jp（スポ生きドットジェーピー）≫

■広告掲載料金 〈カラー２ページ〉￥１，２００，０００ （税別）

（1号につき） 〈カラー１ページ〉 ￥６００，０００ （税別）

※取材費および原稿制作費、発送費込み！
※ご希望、ご予算に応じてご調整いたします！

【概要】

中部版、関西版、九州版も
発行予定なので、お問い合
わせ、ご用命は担当者にお
たずねください。

掲載誌面の増し刷り（リーフレット）、
貴校オリジナル小冊子の制作、
他地区版、定期発行媒体、弊社ＷＥＢ
等との連動等、ご要望にあった展開も
ご対応いたします。

【スポーツで生きていこう 紹介雑誌】

・週刊ベースボール ・週刊サッカーマガジン
・サッカークリニック ・ソフトテニスマガジン
・ソフトボールマガジ ・スイミングマガジン
・陸上競技マガジン ・ボクシングマガジン
・ベースボールクリニック ・バドミントンマガジン
・ 近代柔道 ・コーチングクリニック
・ラグビーマガジン

※2013年掲載実績
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希望者には随時送付！

【配布方法】 ※関東版の場合

東日本
東京・茨城・栃木・群馬・
埼玉・千葉・神奈川・山梨・長野
山形・福島・新潟・宮城・秋田・北海道
国公私立高校約２０００校の進路指導担当者
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全国
体育系学科・コースを設置する高校
約３００校の進路指導担当者

BBM社発行メディア（約1３誌）とオフィシャルサイトに
掲載告知・・・希望者に送付

その他
サッカーマガジンカップ＠菅平等、ベースボール・マガジン社

関連各イベント会場等での配布等

各校
10冊以上
発送

発送は
ベースボール・マガジン社が
責任を持って行ないます

各校
10冊以上
発送
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【読者からの資料請求を、ベースボール・マガジン社が受け付けます】
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申込者情報

貴

校

申込者へ資料の発送

資料の発送を
お願いいたします
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貴校御紹介
（広告タイアップ頁例）

ＯＢ＆ＯＧ＆在学生特集（サービス頁） 学部学科紹介 インタビューページ （表紙連動） 表紙

Webサイト〈supoiki.jp（スポ生きドットジェーピー）〉との連動

主な誌面構成（イメージ）

公式サイト掲載
貴校の誌面タイアップページをwebページ用
に組み直し「スポーツで生きていこう」サイト

〈Supoiki.jp（スポ生きドットジェーピー）〉
に掲載します。

OR

貴校紹介
（広告タイアップ頁例）

オープンキャンパス情報
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【ＷＥＢおよび携帯】 オフィシャルサイトおよび携帯サイト≪supoiki.jp（スポ生きドットジェーピー）≫
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［ベースボール・マガジン社発行の主な雑誌紹介］

ベースボールクリニック
（毎月１７日発売）

ソフトテニスマガジン
(毎月２７日発売)

テニスマガジン
（毎月２１日発売）

陸上競技マガジン
(毎月１４日発売)

ソフトボールマガジン
(毎月２５日発売)

バドミントンマガジン
(毎月２２日発売)

スイミングマガジン
（毎月１１日発売）

ラグビーマガジン
(毎月２５日発売)

近代柔道
(毎月２２日発売)

サッカークリニック
（毎月６日発売）

週刊ベースボール
（毎週水曜日発売）

月刊サッカーマガジン
（毎月２4日発売）

コーチングクリニック
（毎月２７日発売）

上記、クリニック／競技誌（１４誌）における読者比率

学生（１０代） ３０．３％ 教員及び指導者 ２０．４％

読者のうち約５０％が高校生を中心とした１０代の学生及び指導者になります。

（ベースボール・マガジン社調査）

ボクシングマガジン
（毎月１５日発売）
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【参考資料】

【平成２４年度高校生各クラブ活動・部員数】

競 技 名 部員数

サッカー 58,457名

硬式野球 45,127名

バスケットボール 46,626名

テニス 36,434名

バドミントン 32,261名

陸上 29,543名

バレーボール 26,576名

ソフトテニス 19,681名

卓球 18,742名

弓道 17,156名

剣道 14,112名

※(財)日本高等学校野球連盟および(財)全国高等学校体育連盟ホームページより

※硬式野球は平成26年調べ

-東京・茨城・栃木・群馬・埼玉・千葉・神奈川・山梨-
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【参考資料】

【平成２４年度高校生各クラブ活動・部員数】

競 技 名 部員数

硬式野球 167,088名

サッカー 172,971名

バスケットボール 159,454名

陸上競技 109,294名

バドミントン 105,700名

テニス 105,741名

ソフトテニス 82,296名

ソフトボール 28,946名

水泳 33,218名

柔道 22,573名

ラグビー 23,836名

※(財)日本高等学校野球連盟および(財)全国高等学校体育連盟ホームページより

※硬式野球は平成26年調べ

-全国-


